
潜
入
！

職
人
さ
ん
の

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
。

潜
入
！ 

職
人
さ
ん
の

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
。

ー
ポ
江
戸
屋
敷
の
一
角
に
あ

る
、
１
年
半
ほ
ど
前
に
結
成
さ

れ
た
職
人
チ
ー
ム
『
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
』
の

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
『
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』
。
造

園
業
や
電
気
工
事
、
大
工
、
左
官
、
不

動
産
な
ど
建
築
に
関
す
る
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
プ
ロ
が
集
ま
り
、
勉
強
会
や
情

報
交
換
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
。
代
表
の
亀
崎
正
吾
さ
ん
は
「
メ
ン

バ
ー
の
間
で
は
コ
ー
ポ
江
戸
屋
敷
を
よ

り
住
み
良
く
、
楽
し
い
団
地
に
す
る
た

め
の
ア
イ
デ
ア
が
頻
繁
に
飛
び
出
し
ま

す
。
パ
ー
ゴ
ラ
デ
ッ
キ
の
建
設
や
、
団

地
西
側
の
小
道
づ
く
り
も
そ
う
で
し

た
。
ま
た
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
は
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
イ
デ
ア
の
展
示
室
と
し
て
見

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
建
物
の
構
造
が

あ
え
て
分
か
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
し
て

い
ま
す
。
入
居
者
さ
ん
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
参
考
に
し
て

も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
」
。
実
際

に
、
『
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
』
は
リ
フ
ォ
ー
ム

や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
相
談

も
受
け
付
け
中
。
網
戸
の
修
繕
や
簡
単

な
電
気
工
事
を
通
し
て
入
居
者
さ
ん
と

の
交
流
も
図
っ
て
い
る
。
み
ん
な
で
創

り
上
げ
る
新
し
い
団
地
、
そ
の
動
き
は

も
う
始
ま
っ
て
い
る
の
だ
。

　

入
居
者
さ
ん
と
オ
ー
ナ
ー
と
管
理
会
社

が
一
緒
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
。

そ
れ
が
ス
ペ
ー
ス
Ｒ
デ
ザ
イ
ン
が
提
案

す
る
「
リ
ノ
っ
し
ょ
」
の
魅
力
だ
。

　
「
空
の
部
屋
」
は
入
居
が
決
ま
っ
た
Ｏ

さ
ん
の
声
を
活
か
し
な
が
ら
、
半
田
兄

弟
が
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
。
「
窓
か
ら

の
視
界
が
開
け
て
い
て
気
持
ち
が
い
い

の
で
、
窓
枠
を
木
で
覆
っ
て
景
色
が
引

き
立
つ
よ
う
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
壁

の
色
は
ご
自
身
の
好
き
な
色
を
選
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
」
と
半
田
兄
弟
。
こ
れ
を

受
け
て
Ｏ
さ
ん
も
「
も
と
も
と
ス
ペ
ー

ス
Ｒ
デ
ザ
イ
ン
さ
ん
の
サ
イ
ト
で
別
の

部
屋
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
拝
見
し
て

い
て
、
雰
囲
気
の
い
い
部
屋
だ
な
っ
て

思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
こ
の
部
屋
も
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
気
に
入
っ
て
い
ま
す
！
最

も
良
く
使
う
リ
ビ
ン
グ
の
壁
は
一
番
好

き
な
色
を
と
思
い
、
ブ
ル
ー
グ
レ
ー
に

し
ま
し
た
。
リ
ビ
ン
グ
の
床
の
無
垢
材

と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
っ
ぱ
な
し
の

壁
、
キ
ッ
チ
ン
の
壁
に
取
り
付
け
て
い

た
だ
い
た
棚
、
窓
の
高
さ
な
ど
団
地
特

有
の
造
り…

…

挙
げ
た
ら
キ
リ
が
な
い
ほ

ど
お
気
に
入
り
要
素
が
満
載
の
お
部
屋

で
す
」
。
半
田
兄
弟
と
Ｏ
さ
ん
、
一
緒

に
部
屋
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
作
業
を

し
た
時
間
も
い
い
思
い
出
だ
。

木板を差し込むことでカウンターや棚ができ
る木を横縞に配した壁など、大工ならではの
実用性を備えたアイデアがたくさん。クロスを
剥がすだけ、扉を1枚造作するだけでも、空間
の表情が驚くほど変わることを実感できる。

自分が暮らしたい場所で、やりたい
コトを、好きな仲間たちとやって暮ら
しているひとを「まちびと」と定義。
久留米のシェアオフィス『Mekuruto』
を拠点に九州・筑後エリアを中心に、
各地の「まちびと」とともに地域を盛
り上げるイベント企画、プロジェクト
運営に携わる。

（おきなさん以下お）「久留米の人って中
央を向いていないイメージ。仕事の内
容を問わず、労働のためじゃなく、シン
プルに幸せになるために生きてる人が、
自然と混ざり合ってる。住んでいるエリ
アや、やりたいことのテーマは違ってい
ても、大切にしたい価値が共通してるか
ら、誰かが何かをする時にネットワーク
としてフラットにつながり合えるんじゃな
いかな」。 （中村さん以下中）「うん。どこ
か曖昧で余白のあるつながり感は、新し
く何かを始めたい人にとってすごく魅力
だと思う。仕事でも暮らしでも自分の方
向性を見つけやすいよね。都会だと既
存のサービスが充実し過ぎててつい依
存しがちだけど、久留米には『ないもの
は創ればいい』っていうたくましさがある
し」。 （お）「コーポ江戸屋敷もこれまで
にない団地になりそう。この前久々に
行ったら建物が笑ってるって感じたんだ。
住んでいる人のプロセスを大事に、いろ
んな人が関わりを作ってて、ひとの気配
が感じられるようになったからかな」。
（中）「花壇づくりの時とか、住んでる子
どもたちも、みんな楽しそうで」。（お）「こ
ういう団地で育った子どもたちはどんな
大人になるのかな、って想像したら楽し
み」。（中）「暮らしはこうやって豊かにな
るんだなって感じました。一度住んだら
ずーっと住み続けたくなりそう！」。

木に集まってくるウグイスやカササギなど、鳥の
さえずりも聞こえてくる気持ちのいい部屋。ちな
みに部屋の壁の色や造作した壁の素材は入居者
さんの希望で変更することもできる。好みのイン
テリアや家具に合わせて変える楽しみもある。

　

木
の
持
ち
味
を
シ
ャ
ー
プ
に
活
か
し

た
「
木
い
ろ
」
は
、
大
川
の
若
手
職
人

集
団
『
88 

’s 

ｇ
ａ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
』
が
手
掛
け

た
部
屋
だ
。
様
々
な
表
情
の
木
材
を
斜

め
に
張
っ
た
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
や
、
六
角

形
に
カ
ッ
ト
し
た
木
を
玄
関
の
た
た
き

に
敷
き
詰
め
る
な
ど
、
細
部
に
ま
で
職

人
た
ち
の
腕
と
セ
ン
ス
の
良
さ
が
息
づ

く
内
装
は
自
由
で
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
あ

ふ
れ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
こ

の
部
屋
を
見
て
入
居
を
決
め
た
シ
ョ
コ

ラ
テ
ィ
エ
の
Ｔ
さ
ん
は
「
壁
紙
が
な
く

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
剥
き
出
し
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
や
、
団
地
な
ら
で
は
の
古

い
雰
囲
気
に
合
っ
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

気
に
入
っ
て
い
ま
す
」
。
新
築
の
マ
ン

シ
ョ
ン
で
は
ま
ず
見
ら
れ
な
い
唯
一
無
二

の
仕
事
、
こ
れ
ぞ
職
人
技
術
の
真
骨
頂
！ 

現在は大川の巨大な倉庫を拠点に活動中の『88’s 

garage』。「木いろ」は彼らが初めて手掛けた住ま
いのリノベーション作品。造作ドアの編み込みや
玄関床の六角形の床など、木の個性や活かし方を
熟知する職人ならではの技が随所に見て取れる。

Discover KURUME!

Enjoy the city of KURUME!

　

窓
の
外
に
は
大
き
な
柿
の
木
。
枝
葉

を
通
っ
て
室
内
に
入
っ
て
く
る
み
ず
み

ず
し
い
風
を
大
切
に
、
『
ス
ペ
ー
ス
Ｒ

デ
ザ
イ
ン
』
の
女
性
設
計
士
・
宮
下
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
部
屋
だ
。
淡
い
ピ
ン
ク

や
ブ
ル
ー
の
壁
の
色
、
中
扉
に
張
っ
た

ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
越
し
に
見
え
る
セ

ピ
ア
色
の
部
屋
の
風
景
は
、
「
ｆ
ｉ
ｌ

ｍ
」
と
い
う
名
前
の
通
り
、
ど
こ
か
懐

か
し
い
温
か
み
に
満
ち
て
い
る
。
大
き

な
特
徴
は
キ
ッ
チ
ン
と
水
廻
り
の
間
に

造
作
し
た
壁
。
宮
下
曰
く
「
コ
ー
ポ
江

戸
屋
敷
の
入
居
者
さ
ん
か
ら
の
声
や
生

活
か
ら
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
。
間
に
１

枚
壁
が
入
る
こ
と
で
、
生
活
動
線
が

ぐ
っ
と
良
く
な
り
ま
す
」
。
こ
の
壁
に

棚
を
取
り
付
け
た
り
絵
を
飾
っ
た
り
と

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
楽
し
み
も
広
が
る
。

半
田
兄
弟
や
職
人
チ
ー
ム
な
ど

プ
ロ
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

コ
ー
ポ
江
戸
屋
敷
の

リ
ノ
ベル
ー
ム
を
見
て
み
よ
う
。

柔
軟
か
つ
自
由
な
発
想
に

団
地
の
印
象
が
変
わ
る
は
ず
！

Co
r p o

EDOYASH I K I

THE
Craftsmanship

個性
豊かな
お部屋たち

コー
ポ江戸屋敷

コ

「
ま
ち
び
と
目
線
で
見
た
久
留
米
の
面
白
さ
」

久留米よかとこ 一度はきんしゃい！

アフリカ マラウイ共和国出身。立
命館アジア太平洋大学卒業後も好
きな九州で仕事をすべく久留米に
拠点を構える。現在は英会話教室
を開く傍ら梅満町にて「Law-Law’s 

Cafe」を経営。外国人目線で久留
米や筑後地方を案内する「ココッテ
チャンネル」をYou tubeで発信中。

「
外
国
人
の
僕
か
ら
見
た
久
留
米
の
魅
力
」

　全国に住み手のいない空き家が増え
ています。私が勤めている福岡大学周
辺の七隈地区もそう。ところが、コーポ
江戸屋敷での勉強会に参加して実際に
自分たちのまちを調べてみると、面白い
人や建物など眠っている“資源”がけっ
こうあることがわかったんです。この時
の活動をベースに、現在は七隈で地域
デザインの学校を開き、研究室の学生
や地域住民の方 と々ともにより広く、よ
り深く、空き家調査をしているところ。
住民の方 も々興味があるようで「空き家
があれば、何かができる」、「自らアク
ションを起こすと、誰かのリアクションが
返ってくる」という手応えを感じていま
す。嬉しい収穫ですね。

　『コーポ江戸屋敷』にはこれまでにな
い団地再生の取り組みを期待していま
す。団地の再生はオーナー主導で進む
ことが多いんですが、ここは半田兄弟や
職人チームら居住者以外の人が触媒と
なって、居住者とともにみんなが長く心
地良く暮らすためにはどうすればいいか
を模索しているところが面白い。単に
DIYで内部空間を良くするのではなく、
外部空間を豊かにしてコミュニティをつ
くるというアイデアもいい。どんな未来
が見えてくるのか、とても楽しみです。

　大分の大学に留学して、すっかり九
州が大好きに。卒業して岡山で働いた
んだけどやっぱり九州がいいなと思って
戻ってきたほど。僕にとって福岡はたま
に行くからエキサイティングなまち。住
むなら少し離れた土地が良かったんだ。
で、車で高速道路を走っている時に偶
然目に入った地名が「久留米」。直感で
いいなと思って引っ越した。人も優しい
し場所もいいし、大正解だったよ！
　もともとDIY好きで『コーポ江戸屋敷』
の『BASE』に遊びに行くようになったの
も、知り合いになった職人さんがきっか
け。『BASE』ではいろんな人と出会えて、
それぞれが持ってる知識やアイデアを
交換できるので、とても勉強になったよ。
それに自分で部屋をDIYできるのもいい
よね。「僕もここに住みたい！」と思ったく
らい。日本の団地ってどこも同じ感じだ
と思っていたけど、『コーポ江戸屋敷』の
ように個性を大切にする団地が増えると、
まちがもっともっと面白くなっていくと思
う。僕の店もここみたいにバリアフリー
な感じで、いろんな人が来て楽しめる場
所なんだよ。僕は店に集まる人と人とを
つなぐ役になれたらと思ってるんだ。

主な研究テーマはDIYリノベーショ
ン。コーポ江戸屋敷での遊休不動
産を活かした暮らしづくりの勉強会
への参加を機に行った、福岡市城
南区七隈エリアで大学生との学生
寮の再生など実践面でも様々な建
築の利用者とともに設計し、DIY施
工するプロジェクトを手掛けている。

「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
リ
ノ
ベ
を
研
究
す
る
僕
が
得
た
学
び
」

技術監理部企画課に所属していた
2017年にコーポ江戸屋敷での遊休
不動産を活かす暮らしづくりの勉強
会に参加。今年4月に現在の部署
へ。関西地方を襲った地震や台風
による建物被害の復旧、今後の災害
対策などを通し、より人と人とのつな
がりが息づく団地づくりを目指す。

　これからのURのあり方を模索してい
た時、縁あってコーポ江戸屋敷での勉
強会に参加しました。驚いたのはそこに
参加されていた民間企業の人やまちづ
くりに携わっている人たちの頭のやわら
かさ。僕からしたら「そんなことしたら住
人さんからクレーム出ますよ」と躊躇す
るようなアイデアが次 と々出てくる！しか
も、そのアイデアを実行して、つまずい
てもまた別の方法で挑戦するというタフ
ぶり。このイキイキとしたムードこそ、ま
ちづくりの基本だと改めて感じました。

　僕もこのカレッジや『コーポ江戸屋
敷』の取り組みに刺激を受けて、担当し
ていた大阪の香里団地や青山台団地の
コミュニティ支援に挑戦。今ではURの
敷地内で住人さんが花を育てたり交流
の機会を設けたりと、温かい交流が生ま
れています。ただ、これは僕らURが成
し遂げたことではなく、約2年間かけて
住人さん1人ひとりが暮らしを見つめ直
し、みんなで生活を良くしていこうという
気持ちのつながりが育ったからできたこ
とです。声かけ合えるご近所さんがいて
「ここにいたらホッとする」という居場所
づくりができるのは、集合住宅ならで
は。短時間で結果を求められる世の中
で、時間をかけてみんなで熟成させてい
く心豊かな取り組みだと思います。

「
Ｕ
Ｒ
で
働
く
僕
が
も
ら
っ
た
刺
激
」

聞いてみました、久留米のはなし。
コーポ江戸屋敷って

どう思う？
久留米って
どんなまち？

Unique DIY Rooms

まちびと会社ビジョナリアル共同代表

（右）おきなまさひとさん

（左）中村路子さん

ＵＲ西日本支社

住宅経営部 保全企画課

片岡有吾さん

Law-Law’s Cafe店主

／ 英会話教師

カチガンバ・ローレンスさん

福岡大学 工学部建築学科

助教 ／ 一級建築士

西野雄一郎さん

ほ
と
め
き
リ
ノ
ベ
&
リ
ノ
っ
し
ょ 

〝
空
の
部
屋
〜
木
と
色
と
〞

そ
ら

き

団
地
の
懐
か
し
さ
と
遊
び
心

〝film

〞

き

大
川
の
若
き
職
人
集
団
デ
ザ
イ
ン

〝
木
い
ろ
〞

「寝具を真っ白にすると決めていたので、寝室の
壁の色はアクセントになる色の中から可愛いもの
を選びました」とOさん。リノベーション工事の途
中、妹さんと一緒に壁の塗装を体験！自分たちで
塗った分だけ部屋への愛着も深まる。
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